




















































 

 

 

 

 

○令和４年度学習成果発表会 

１２月１６日（金）に令和４年度学習成果発表会が

行われました。キャリア学習や各教科での取り組み

を発表する集大成となる会です。生徒たちは、これま

での学習の成果を発表し、成長した姿を見せてくれ

ました。この節目の会を新たなスタートとし、また 

日々の学習に励んでほしいと思います。 

  

（左）キャリア委員長２Ａ蓬田君挨拶。これまでに学んで

きたことを、今日の発表で最大限に発揮して欲しいと挨

拶。（右）司会は２Ａ安西君と２Ｂ相澤さん。最初から最 

後まで頑張ってくれました。 

 

１年次＜職業探究＞ 

「商社マン」   

１A竹浪さん 

売り手と買い手

を繋ぐパイプ役 

１  商 取 引 き  

２  金 融 業 務 

３  投 資 業 務 

英 語 能 力 と 営 

業力が重要。 

 

「キャビンアテンダント」  

１Ｂ仁木さん 

１機内サービス 

２ 保安業務 

国内外色々な

所に行けるが

習い事出来な

い等、意外にデ

メリットもある。 

 

１年次＜進路探究＞ 

 「児童学・保育学」   

１A多田さん 

コ ミ ュ ニ ケ ー 

ションが大切。

日々勉強しなく

てはならない。

高校 の 内 にピ

アノ等勉強して 

おく決意。 

「建築士」  

１Ｂ佐藤君 

自分の技術で

住人の命を守

り、自分の世界

観を伝え、夢や

ロマンを形にし

たいと熱弁して 

くれました。 

 

２年次＜地域探究＞ 

『認知症の高齢者が安心して暮らせる地域にする』 

２Ａ稲木さん・

嶋田さん 

２Ｂ下山さん・

三津橋さん 

ふれあいの場

を 設 け る 提 案 

を行いました。 

 

『おいもーらんど』 

２Ａ上野さん・

内ヶ島さん・齋

藤さん、２Ｂ竹

内さん 

今 金 の い も を 

もっと知っても

ら う イベン ト を

企画しました。 

 

３年次＜課題研究＞ 

『ウマイ地元チャーハンを生み出そう！』 

３Ｂ稲船君・ 

花田君 

チャーハンにご

当 地 グ ル メ の

今金男爵を用

い る 試 み を 行 

いました。 
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『Let’s make 憩いの場』 

３Ａ鶴見さん、 

３Ｂ岡本さん・

齋藤さん 

小中学生の為

にコロナ禍で楽

しめるイベント

を考えました！ 

 

 

３年次＜農業課題研究＞ 

「そばスウィーツを作ろう！」 

３Ａ鈴木さん・

原田さん 

３Ｂ伊勢さん 

なんとそばを作

るところから始

めました！そば

を使ってクァベ

ギという、韓国 

で人気のツイストドーナツを作ってみました！！ 

「ジャガイモスイートポテトパイ」 

３Ａ佐々木さん

３B佐々木さん

さつまいもを北

高 で 栽 培 さ れ

たじゃがいもに

変えてスイート

ポテトを作って 

みました！ 

＜商業科＞ 「商業の魅力」 

３Ａ安藤さん・

細川君 

３Ｂ伊藤さん 

社会生活の知

識 を 含 ん で い

て、マナーも身

についたと報告

してくれました。 

 

＜音楽Ⅰ＞ 「合 唱」 

曲は『時 (とき )

の旅人』です。 

猛練習の成果

で 素 晴 ら し い 

ハーモニー。コ

ロ ナ で 数 年 間

聞けてなく、超

感 動 で し た ！ 

○【キャリアⅡ】 探究トレーニング① 

 

１２月２日（金）、キャリアⅡ「課題研究準備」という

新しい単元に入り、課題研究準備オリエンテーション 

を行いました。 

３年次のキャリアⅢ「課題研究」に向け、研究の方

法などを学ぶ単元です。初回は、「課題研究」とはど

のようなものかという説明とテーマ設定に向けた探

究トレーニングを行いました。テーマを設定すること

は、研究の第一歩となるので重要です。生徒たち 

は、考えながらトレーニングをしていました。 

 

○【キャリアⅡ】 探究トレーニング② 

１２月２０日（火）、キャリアⅡ「課題研究準備」探究

トレーニング②を行いました。今回のトレーニングは、

探究の手法についてです。「課題研究」は、調べ学習

ではなく、設定したテーマを探究していくものです。そ

のために、どのように探究していくのか、探究する時

のポイントなどを学びました。より客観的で実証的な

探究をすることで、より良い提案ができるようになり

ます。生徒たちは、難しい課題にも考え、協力 

しながら取り組んでいました。 

   

   


	SCAN-3307.pdf
	総合学科通信 19号.pdf

